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 ●熊本とつながる！緩やかなネットワーク 
8 月 26 日（金）から 29 日（月）熊本県西原村へ、タンポポハウスの倉庫の片付けや民家の瓦礫の撤去

作業などのボランティアを行いました。今回の熊本支援ツアーのメンバーは、暮らしづくりネットワーク北

芝の中村雄介さんや高校生、みのお市民活動フォーラム理事長の須貝昭子さん、箕面ユネスコメンバーです。 

2016 年 4 月 14 日夜に発生した熊本地震。益城町を震源とする震度 7 の本震の後、震度 6 の余震が 

何度も続くなど大きな揺れに見舞われ、多数の死傷者・避難者を出しました。これまで箕面ユネスコ協会で

は、東日本大震災の被害を受けた方から学ぶ機会の開催や、生きること、命のことを考えるなどを活動のコ

ンセプトとしてきましたが、熊本地震支援活動は「つながる」をコンセプトとして他のＮＰＯやＮＧＯ、地

域の団体と協働で

活動を展開してい

きます。                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・たんぽぽハウス・・ 

村役場に隣接する西原中学校の旧生徒寄宿舎を改修した村唯一の障がい者作業所です。熊本地震では、通

所者や家族、職員の避難先となり、西原中学校避難所の炊き出し等を一手に行う拠点となりました。全国か

ら駆け付けた多くのボランティアを受け入れました。 
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♪ホームページ折々に更新中！  

 

『箕面ユネスコ協会』 

で検索してください❤ 



●熊本応援ネットワーク「熊本ごはんの会」 

９月２９日（木）熊本ごはんの会を開催しました。 

4.14 熊本地震以降、暮らしづくりネットワーク北芝、市

民活動フォーラムみのお、箕面市社会福祉協議会、箕面ユネ

スコ、障がい者団体等の緩やかなネットワークで、熊本支援

を行っています。 

今回は現地へ行ったメンバーの声がけで行なわれました。

普段は、物産で販売している西原村たんぽぽハウスの加工品

や、東北の魚や酒が並んだ賑やかで贅沢な食卓でした！ 

熊本ツアーなど現地の活動報告も行われました。現地でで

きること、箕面でできることを考えました。とりあえず、「無

理せず、楽しみながらぼちぼち続けることが大事…」が、暮らしづくりネットワーク北芝中村雄介さんの感

想です。 

■8 月 26 日（金）から 29 日（月）熊本県西原村での活動報告内容 

 

 

 

 

 

 

 



●３度の熊本訪問 
９月８日（木）３度めの熊本着。現地作業を考

え、仕事で普段使用している軽トラで駆けつけ

ている。今回は、益城町経由で西原村をめざす。

地震後半年になり、益城町は少しずつ復興が進

んでいる。道路は片付けられ、テントで営業する

店も含め、営業中の商店も増えている。 

一方で、被災した住宅復興は手つかずのまま

である。壊れたままの建物、青ビニールシートで

覆われた家屋が残っている。町並みを少し入っ

てところで、解体作業途中の家もあったが、その

数は少ない。 

 

 

ボランティア拠点になっている西原村の障がい

者自立ハウスたんぽぽに到着。   

休む間もなく、明日からの作業打ち合わせが始ま

る。伸び放題になっているあぜ道や田の草刈り、備

蓄米の虫干し作業になる。 

西原村も壊れた家屋、家具が放置された家、倒れ

た墓地が散在する。業者不足と被災した人々の複雑

な思いが交錯し、工事が遅れているということであ

る。 

物資拠点でもあるたんぽぽハウスに、屋根シート

を取りに来る方が多くなっているのが、地震後半年

の光景である。 

 

地元学生、地震以来ずっと西原村に滞在してい

るリタイア男性とのボランティア仲間３人である。

ボランティアが途切れることはない。 

今回は、村人とあまり話す機会はなく、早期復興

を訴える村会議員選挙マイクの声を聞きながらの

作業である。 

１１月に、倒木を片付けにいく４度めの訪問を

予定している。 

（中嶋 嘉伸） 

 

 

 



箕面ユネスコ協会の活動経過報告 NO9  
～ 東日本大震災の被災地とつながる！志学台レオクラブ東日本ボランティア支援 

2016 年度も、大阪志学台レオクラブ宮城県気仙沼市を中心とするボランティア活動の支援をしました。９月

２日～５日、合計 40 名参加。気仙沼の大島へ渡り牡蠣の養殖場でのボランティアを行いました。 

レオクラブは，ライオンズクラブによって地域社会の青少年に指導力（Leadership）経験（Experience）お

よび機会（Opportunity）を与え，個性豊かな人間に成長させるための奉仕活動を推進し，会員の間の親睦およ

び相互理解の精神を育成することを目的とし，結成された団体です。箕面ユネスコ協会は、2014 年から大阪志

学台レオクラブの東日本大震災支援活動へ参画し応援しています。 

 

箕面ユネスコ協会からのお知らせ！ 

 

 

 

 

坂口さんのカンボジア訪問・中嶋さんのモンゴル訪問、そして、中村さんの熊本支援のようすをお話しし 

ます。多くの方々のご参加をお待ちしております。詳細は、同封の別紙で…☆彡 

 

 

 

東北の珍味や新鮮な魚介類を食べながら、楽しい美味しい交流会を開催いたします。多くの方々のご参加 

をお待ちしております。詳細は、後日の別紙で…☆彡 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご参加をお待ちします 

★ぜひご覧ください★子どもたちを学校へ 

気軽に参加できる、「タンス遺産ダンス」の 

ムービー偏 「遺産を募金」に 

http://www.unesco.or.jp/terakoya/kakisonj

i/書きそんじハガキ、未使用切手、プリペイドカードの 3

兄弟が、かわいいダンスと歌でご家庭に眠った「遺産」に

ついて呼びかけています！ 

予 告 １１月２０日 １８：００～らいとぴあ 

●箕面ユ協活動報告会 

～カンボジア・モンゴル・熊本・東北応援～ 

２月４日 １８：００～らいとぴあ 

●気仙沼の食材とお酒を楽しむ会 

http://www.unesco.or.jp/terakoya/kakisonji/
http://www.unesco.or.jp/terakoya/kakisonji/

